
事業所名 ぱすてるホワイト 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日 2026 年 7 月 1 日  
 

法人（事業所）理念  「お子様の未来への道をサポートします」  
　みんなの「得意」と「興味のある分野」の力を伸ばしながら、自信を持って生活することを応援します！ 

支援方針  一人一人の個性や特性を理解し、楽しくそして安心して過ごせる場所を提供するとともに、様々な経験を積むことで心身ともに成長を促せるよう支援します 

営業時間  平日　　9 時 00 分 ～ 17 時 00 分(長期休み9:00〜16:30) 　　　　土曜日　　　9 時 00 分 ～ 15 時 00 分  送迎実施の有無  あり 

 支　援　内　容 

本  
人  
支  
援 

健康・生活 ・基本的スキルの獲得として、自ら身の回りを清潔にし、整理整頓ができるよう支援する　　　　 　　　　　　　　　　　　　　                      　　　　　　　　　　　       ・週1回の食 育、長期休みの調理
等を通して調理やその器具の使用方法を習得し、食事作りの楽しさ大切さやマナーを学ぶ 

運動・感覚 ・季節を感じる壁画療育では、様々な材料を使い指先の感覚を体験し、視覚的にも楽しめる内容  
・作業スペースは、集中できる環境作り（過敏に対する配慮、パーテーション、グループ編成等） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　・サーキット トレーニングや音楽
リズムによるリズム運動で五感を最大限に生かすことができるような支援 

認知・行動 ・工程表による作業療育では、作業前に工程表で確認することで見通しを持ち、作業への理解をスムーズに促し自ら作業に進める　　　　　　　　　　　       　　　　　 　 ・ 視覚ツールを用いた支
援により、子供の特性やストレングスを生かし、イラストやタイムタイマーを用いる等子供に合わせた支援を行う 

言語 コミュニケーション ・グループ療育によるコミュニケーション支援では、例題やイラストを用いて相手の意図を理解したり（受容）自分の考えを伝える（表出）支援　　　　　　　　　             ・子 供に合わせたコミュニ
ケーション支援では、絵カードや指さしやジェスチャー等を交えた意思疎通の支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　・その 他、様々な人とコミュニケーションが取れるよう何気な
い会話や日常会話を積極的に行う 

人間関係 社会性 ・模倣行動の支援として、複数人の遊びの中で本人が興味を持って参加する取り組みに対し、支援者がプロンプトして正しいルールや遊び方を習得し社会性の発達を支援 する　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　・自 己理解のため自分のできることできないことを経験を通して実感し、
助けを求める手段やストレングスを伸ばすサポートを支援者の観点から支援する 

家族支援 子どもの発達状況や特性の理解に向けた相談援助  
保護者同士の交流の機会提供  
子育ての困りごとへの相談援助 

移行支援  進路先や移行先選択への情報提供や相談援助  
併用利用先や学校との支援情報の共有 

地域支援・地域連携 学校や医療機関、相談支援事業所、障害福祉サービス事業所と連携し、 支
援方法や環境調整などの情報共有  
実習生や職場体験の受け入れ等の交流 

職員の質の向上 社内外の研修への定期参加  
職員会議・研修（毎月）  
虐待防止・身体拘束等の研修参加・社内研修の実施 

主な行事等  季節に沿ったイベント（お花見・七夕・夏祭り・ハロウィン・クリスマス）や誕生会など  
長期休暇時は市内・近郊へ課外活動（動物園・サイパル・博物館・うらら・ちっくる・チューブ滑り・社会見学）など 

 


